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問問問問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　題題題題 正解率

ｽﾀｰﾄ～1CP 14.1414.1414.1414.14 問題Ａ 首都圏自然歩道をハイキングしている女性 95%

１ＣＰ～２ＣＰ 7.727.727.727.72 問題Ｂ ３７ 24%

２ＣＰ～３ＣＰ 7.387.387.387.38 問題Ｃ 「スタート」（２）　「ＯＤ」（１）　「７ＣＰ」（３） 38%

３ＣＰ～４ＣＰ 9.009.009.009.00 問題Ｄ 妙義山登山口 76%

４ＣＰ～５ＣＰ 12.0012.0012.0012.00 問題Ｅ ０．８％ 86%

５ＣＰ～６ＣＰ 9.779.779.779.77 問題Ｆ １６段 43%

６ＣＰ～７ＣＰ 8.918.918.918.91 問題Ｇ 教諭 90%

７ＣＰ～８ＣＰ 8.018.018.018.01 問題Ｈ １７年 95%

８ＣＰ～ＦＣＰ 12.8612.8612.8612.86 問題Ⅰ １９人 81%

89.7989.7989.7989.79 問題Ｊ 100%

問題Ｋ 岩が崩れるため 100%

問題Ｌ １４代前 57%

問題Ｍ おサイフケータイ（これ以外の表記は不正解） 57%

問題Ｎ 熊ノ平駅 90%

≪エンジョイクラス≫ 問題Ｏ 鉄道（遊歩道）の方が１．３ｋｍ短い　　　≪解説参照≫ 24%

ｽﾀｰﾄ～1CP 14.114.114.114.1 問題Ｐ 関東大震災 100%

１ＣＰ～２ＣＰ 7.77.77.77.7 問題Ｑ 「駅」と「山」　で　「７つ」 0%

２ＣＰ～３ＣＰ 7.47.47.47.4 問題Ｒ ①（×）　②（－）　③（×）　④（〇）　⑤（×） 100%

３ＣＰ～４ＣＰ 9.09.09.09.0 問題Ｓ 日本武尊を道案内した八咫烏（ヤタガラス） 100%

４ＣＰ～５ＣＰ 12.012.012.012.0 問題ＢＱ （Ａ）（⑤）　（B）（②）　（Ｃ）（①）　（Ｄ）（③）　（Ｅ）（④）

５ＣＰ～６ＣＰ 9.89.89.89.8

６ＣＰ～７ＣＰ 8.98.98.98.9 問題X-1 ３図先　笑角 76%

７ＣＰ～８ＣＰ 8.08.08.08.0 問題X-2 ７図先 95%

８ＣＰ～ＦＣＰ 12.912.912.912.9 問題X-3 安中榛名駅 100%

89.889.889.889.8 問題X-4 １２図先 95%

問題X-5 空気弁 95%

問題X-6 問題Ｑの『信濃の国みちしるべ』の右下隅にある 95%

問題X-7 Ａ－Ｃ－Ｅ－Ｄ－Ｂ 90%

【解説】　コース

昨年、横川駅（碓氷峠鉄道文化むら）からめがね橋まで「アプトの道」を歩いてもらうプランで作成したコースで

した。　流石に往復３時間は歩けない（作成者の私が・・・）と判断し(笑)、新たに「アプトの道」に加わった熊ノ
平駅にＣＰを置いて、再レイアウトし直しました。　また、ドライブラリーと街歩きを組み合わせてみました。

【解説】　距離　　

今回も１ヵ所だけ大幅減点の方が数人いらっしゃいました。　他のＣＰはそれ程ずれていないので、勿体無い

です。最後に合計距離を確認しましょう。　また、ずっと登りで区間距離が長かった９ＣＰ～ＦＣＰの減点が大き

い方が多かったです。この区間濃霧でかなり低いアベレージで慎重に走ったので、やはり駆動（試走車はＦＦ）
の違いが出たのでしょうね。　その中でチームGo Go YuChansの減点２は凄いと思います。

【解説】　クイズ　　

今回もややこしい問題が多くて、大変だったでしょうね。　それとも段々慣れられて喜びに変わられた・・・事は

無いですか？(笑)　
クイズがややこしいと解説も大変ですので(笑)、これからは(少し）セーブするように注意します。

距距距距　　　　　　　　離離離離（（（（kmkmkmkm））））

１９９３年（平成５年）３月２７日から１９９７年（平成９年）９月３０日の間　　≪解説参照≫

「Ｂ」はキャンセル

キャンセル

「②」のみキャンセル

キャンセル



Ａ この問題や問題Ｃ、Ｎは、デジカメがかなり普及してき
たので、デジカメで撮影して帰ってご自宅でじっくり画
像を眺めて頂く想定でした。　デジカメを使われない方
にはチョット不利で、大変な問題だったかもしれませんね。
スタートの「あんなかガイドマップ」と、７ＣＰの横川駅
トイレ前にある「あんなかガイドマップ」では、設置の方
向が違うため、マップの天地が反対だったので、余計
に難しかったかもしれませんね。
安中榛名駅近くの首都圏自然歩道をハイキングして
いる女性が７ＣＰには描かれていませんでした。

Ｂ これもデジカメで写真を撮って帰ってご自宅でじっくり見られたら
確実だったと思います。現地で数えられた方ご苦労様でした・・・ｍ(_~_)ｍ
人（勿論、動物！）や釣り上げられている魚、サファリパークの動
物たちは、簡単に判ったと思います。問題文の「動物の生死を問
わない」が指しているものを探すのが大変でしたか？子供が食
べている魚がいましたね。また、「４０」の答えの方が多かったの
ですが、もしかすると「海雲寺の招き猫」と「緑の公園の動物の形
をした木」を数えられたのでしょうか？
http://www.panoramio.com/photo/32058155
http://www.sukima.com/31_usui08/60zoo.html

Ｃ 厄介な問題３問目です。　参加された方、いきなりこんな問題が
３問も続いたので嫌気がさされたかな・・・？
案内図やガイドマップに描かれている絵や名所史跡で判断する
必要と、最近ＤＷＲでは必ず１問問題がある「平成の大合併」が
らみで判断する必要がありました。
まず、ＯＤの磯部駅前の「安中市観光案内図」には、スタートに
あった「あんなかガイドマップ」に描かれていた横川駅周辺の名
所史跡が全く描かれていません。　松井田町が安中市と合併し
て、今の安中市になる前に設置された案内図である事が判りま
す。　これが一番早く設置された事になります。
スタートと７ＣＰのガイドマップでは、問題Ａの女性の他に名所で
描かれていないものがありました。「アプトの道」の「熊ノ平駅」が
スタートのガイドマップには描かれていませんでした。　コース案
内にも、『２０１２年３月にアプトの道が熊ノ平駅まで延長さ
れ・・・』と書いてヒントにしていました。よってスタートより７ＣＰの
方が後で設置された事になります。　問題Ｎの答えにもなります。

Ｄ 何処に答えがあるのか？　探し回られた方もおられる
でしょうか・・・。　それ程広くない駅前で案内看板も問
題Ｂにした看板位しかありません。　となると、駅の中
を見るしかないですね(笑)　駅の中に昔の駅前の風景
写真が展示されていました。

Ｅ 看板問題が終わったと思ったら、次は計算問題！　疲れますよね(笑)
ペットボトル回収機の前にあった「ポイント交換方法」を見ると、
ペットボトル５本でマーク（四葉のクローバ）が完成し、マーク１００個で
４００円分還元されることが判ります。
マーク１００個集めるには、
　　１００円×５×１００＝５００００円　掛かる事になります。
４００円還元されると、
　　４００円÷５００００円＝０．００８　＝０．８％
の還元率になります。　個人で還元するのは難しそうですね(笑)
小数点以下の桁数を間違えておられる方は、残念ながら不正解です。

Ｆ 最初は階段の下にあった石碑に書かれた階段の数を答えてもらうつもりでしたが、観音堂まで上がる時に念
のために階段の数を数えてみました（最近は階段を上る時、無意識に数を数えている自分がいます・・・。皆さ
んはそんな事ありませんか？(笑)）。　そうすると、先程の石碑と階段の数が違う事に気が付き問題にしまし
た。階段が古かったですが、はっきりと段は確認できましたよね。　途中にあった踊り場（少し広くなった場所）
の石が１つずれて段の様になっていましたが、他の石は同じ高さでしたから、これは１段とはみていません。　
実際の階段の段数が９２段で、石碑に書かれた段数は１０８段でしたので、１６段少なくなっていました。　
１６段も何処に行ったのでしょうね・・・？
階段を上る時にＸ問題のＸ－７の（Ｃ）を、下る時にＸ－２（走行中では意外と見えにくかったと思います）を見つ
けてもらう設定でした。　　問題Ｂもこの問題も誤差減点にすれば良かったかもしれません。

スタート ７ＣＰ

スタート

７ＣＰ



Ｇ 石碑の表面に、『訓導四十二年功績』と書かれていました。　この「訓導」が職業らしいと判って頂けたと思い
ます。　漢字から大体の職業は想像できたと思いますが、「教諭（先生）」の事です。　
作成者としては、「訓導」そのままではなく、「教諭（先生）」と判り易い言葉にして答えてもらう事を想定してい
たのですが、そのような問題文になっていなかったので、「訓導」の答えの方も正解としました。

Ｈ ２ＣＰで完成年を確認しておく必要があった予習問題でした。　と言うより、Ｘ問題のＸ－３を見つけて頂くため
の設定でした。優しい作成者でしょう？（笑）
問題Ｈの答えは特に問題なかったと思います。

Ⅰ ＤＷＲ５１の問題Ｄと違い（笑）、誰も遊んでいない公園でゆっくり考えられたのでは？

遊動円木は、普通同じ人数が左右に向かい合った座ると思うのですが、何故かここの遊動円木は手すりが
５人分しかなかったですね。

Ｊ １９９３年（平成５年）３月２７日：上信越道の 藤岡ＩＣ～佐久ＩＣ開通
１９９７年（平成９年）１０月１日：長野新幹線開業による信越線横川－軽井沢間廃止

↑案内図の設置としては、前日の９月３０日までが正解
を想定した問題でしたが、案内板の裏に設置年月（１９９４年３月）が書かれていたようです。
作成者も全く気が付いていませんでした。このため、作成者想定の答えの方と、１９９４年３月１日～
１９９４年３月３１日も正解とします。

Ｋ 滝の側にあった看板を見て頂けたら簡単な問題でしたが、皆さんから頂く解答を見ると
違う答えの方が多く、問い合わせさせて頂くと、道路から滝へ向かう道が入口で通行止
めになっている事が判り、公式通知の通りキャンセルとさせて頂きました。

Ｌ 『碓氷関門復元碑』に名前があった群馬県知事は、竹腰俊蔵でした。　竹腰俊蔵は、公選知事としては４代目
で、現在の大澤正明が再選で１８代目知事ですので、１４代前になります。
人としては４人前の知事なので、「４代前」の答えの方がおられました。　問題文が『何人前か？』なら「４人
前」が正解になりますね。

Ｍ この問題はＤＷＲにしては、簡単な、何の捻りのない問題でがっかりされたでしょうか？(笑)
但し、『おサイフケータイ』というのが正式な商標及び電子決済などのサービスの表記で、現地の説明文にも
『おサイフケータイ』と書かれていました。「おさいふケータイ」や「お財布携帯」などはこの世に存在しないもの
になりますので、『おサイフケータイ』以外の答えは不正解とさせて頂きます。
いつぞや、「ブリジジジジストン」で減点をもらった思い出が蘇って来ました・・・(^_^;;

Ｎ 問題Ｃの解説の通りです。　写真で紹介されている建物を答えらえた方がいらっしゃいましたが、問題文の
『・・・描かれた・・・』で絵を想定していますので不正解となります。

Ｏ 熊ノ平駐車場から熊ノ平駅に向かう階段脇にあった標識と、熊ノ
平駅に上がった所にあった標識を確認してもらう想定でしたが、
熊ノ平駐車場内に新しく案内板が出来た様です（ある方に写真
を送って頂きましたが、写真に横断歩道らしきものが写っている
ので、駐車場から駅に向かう横断歩道の手前に出来たと思われ
ます）。　コース作成時には間違いなく無かったと思います。
私が想定した標識では『めがね橋まで１．３ｋｍ』でしたので
『鉄道（遊歩道）の方が１．３ｋｍ短い』となるのですが、新しく
出来た案内板では『めがね橋まで１．２ｋｍ』となっており、
『鉄道（遊歩道）の方が１．４ｋｍ短い』となります。
こちらも正解とします。
碓氷峠鉄道文化むら周辺にあった案内板も、案内板によって
距離表示が違っていました。　この手の案内板や標識はチョット
いい加減ですね・・・。

Ｐ ネットで調べても出てきたようですが、現地の石碑の近くに貼ってあったロープに石碑の解説（Ａ４位の大き
さ）がぶら下がっていました。　震災直後割れてそのまま放置されていたと言うのは、チョット悲しいですね。

ブランコ 遊動円木
タイヤ、
滑り台、
雲梯

シーソー 鉄棒 合計

4人 5人 3人 4人 3人 19人



Ｑ コースの終盤になって、疲れてきた所でまたまた厄介な数え問題でした(笑)
凡例が無いので誰が見てもその記号が何を表しているかが判るものを数えるしかありませんでした。
何故か「駅」だけ、「山」だけのお答えの方が多かったです。　「駅」も「山」も「７つ」ありました。
「山」で浅間山だけが火山で形が違うためカウントされなかったのでしょうね。
（2013.8.4訂正）　火山の形の浅間山や、トンネルがある内山トンネルを「山」として数えるのであれば、桜の
木などを含む「木」や、それぞれ形の違う「建物」も同様に考えるべきであり、この問題はキャンセルとします。
作成者の判断基準があいまいで申し訳ないです。

Ｒ もともと１つだった神社が、県が違うため２つになったため、賽銭箱などすべてが２つあるというムダが面白くて
問題にしました。
特に問題はなかったと思いますが、『②熊野神社宮司宅』だけが意味が判りにくかったですね。　これは作成
者のミスでした。申し訳ありません。　問題作成時に、「群馬県側にあるもの、長野県側にあるもの」で分けても
らう事も考えていたので、長野県側にある群馬県側の神社（熊野神社）の宮司宅を問題の選択肢に入れてし
まいました（作成者としては、「×」を想定）。　この選択肢は不問（キャンセル）とさせて頂きます。

Ｓ ゴール地点近くの熊野神社説明板にも書いてありましたが、日本武尊が碓氷峠で濃霧にまかれた時、八咫烏
が道案内したと言われています。　　八咫烏が答えに含まれていれば正解としました。

ＢＱ ドライブラリーだとついつい車で走ってしまいがちになるので、街歩きと組み合わせられないかとずっと考えて
いました。　今回の施設は駐車場がある施設もあり、コースに組み込むことも出来たのですが、皆さんに出来
れば歩いて頂こうと思い、駐車場の有無の案内をせず、ボーナスクイズとして設定してみました。　実際歩いて
回られた方もいらっしゃるでしょうね。　今後も機会があればこういう設定をしてみたいと思います。

X-1 コマ図３図と４図の間で国道１８号線を横切りましたが、その角に『笑角』と言うお店がありました。
問題文が、『何図先にある何というラーメン屋か？』なので、どちらかを書かれていない方は不正解です。

X-2 ７図先、問題Ｆのあった正観寺・観音堂の手前で横切る道沿いにあり、その道の手前から右手に見えていまし
た。　また問題Ｆの解説にも書きましたが、観音堂からの階段を下る途中に正面に見えていました。

X-3 ２ＣＰの橋が北陸（長野）新幹線を跨ぐ橋で、すぐ左手に安中榛名駅があり、駅を上から眺めた写真でした。　
よく見ると写真の右側にレールが見えますから、最初から見当が付いていた方もいらっしゃるでしょうね。

X-4 この問題が意外と難しかった様です。　道路右側の民家の前の倉庫の上にあったので、よく見える場所には
あったのですが、車の少ない走りやすい道にありましたから、見落とされた方がいらっしゃる様です。　
ＤＷＲ５１で紹介したＧｏｏｇｌｅストリートビューで見つけられた方もいらっしゃる様です・・・(^_^;;　

X-5 Ｘ－４よりこちらの方が難しいかと思ったのですが、皆さん見つけられて、ネットで細かく検索して頂いた様で
す。　会社名と型番が書かれていましたから、検索すると空気弁と言う事が判りましたね。

X-6 問題Ｑを解くのに集中してしまって、見落とされる方がいらっしゃるかな？　と思い設定しました。

X-7 「Ａ」：１ＣＰのすぐ側　　　「Ｂ」：問題Ｋの仙ヶ滝に行く道沿い　　「Ｃ」：問題Ｆの観音堂への階段の側　　
「Ｄ」：コマ図２２図左手前角（進行方向とは逆向きでしたが、石碑の裏側は見えていました）　　
「Ｅ」：コマ図９図のバス停の横　　にありました。　「Ｂ」はキャンセルです。
問題文が『出てくる順番に並べよ』ですので、正解の様にアルファベットを出てくる順番に並べて頂くのが正解
です。　「出てくる順番」を答えられた方は、残念ながら不正解です。


